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『三角関数の極限の問題に潜む図形的意味』

問 半径 r の円Ｏの周上に中心角の弧ABをとり、

弦AB，弧ABを 2 等分する点を、それぞれC ，D とする。

次の極限を求めよ。
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【解答】
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何を意味しているのでしょうか？ ？

この問題において、
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問題の背景に潜む図形的意味について考えます。

直線OCと円の交点のうち、点D と異なる点をP とする。

方べきの定理より
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したがって、
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「→＋０のとき、CP → r2 （直径）」となることが

上の図形から分かると思います。

問題を解くだけでなく、問題の背景に潜んでいるものや本質を見抜けるまで

考えることが大切だと思います。

この他にも、問題の背景に潜む本質を見つけてみませんか？
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